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	「LNG 燃料」大型撒積運搬船
	名村造船所は、日本郵船株式会社殿から同社グループにおける温室効果ガス（GHG）排出量のネット・ゼロエミッション 2050 年達成に向けた船隊整備の一環として、環境負荷の低いLNG（液化天然ガス）を主燃料とする大型撒積船（ケープサイズバルカー）１隻の建造受注を内定いたしました。
	当社はLNGやLPGを主燃料とする推進機関を採用することで、従来の重油を燃料とした場合に比べて地球環境に遥かに優しい船舶の開発・建造に積極的に取り組む一方、省エネ法で優良事業者に相当する「S クラス」を 4 年連続で評価されるなど、ESG（環境・社会・ガバナンス）に配慮した経営に努めております。クリーンエネルギーを運搬する、またこれを燃料とする地球環境に優しい船づくりのみならず、建造工場においてもLED化や塗装ブラスト工場除湿機温湿度見える化による稼働改善、コンプレッサ圧力の見直しとエア漏れ低減に...
	今後も温室効果ガスの削減をはじめとする環境負荷の低減を当社経営の重要課題と捉え、低炭素社会の実現に貢献してまいります。
	※画像はイメージです。
	※当社の「LNG・LPG 燃料船」の受注実績
	2019年12月25日公表 世界初 LNG 燃料大型石炭専用船
	2021年8月5日公表 LPG燃料対応大型 LPG・アンモニア運搬船
	アンモニア燃料自動車運搬船の設計基本承認を共同取得
	【AIP授与式の様子 左から：NK重見様、SKDY田中、K-LINE中野様】
	【イメージ図】
	常石造船　造船技能の向上を目指す 「第20回常石技能オリンピック」を開催！
	常石造船　造船技能の向上を目指す 「第20回常石技能オリンピック」を開催！
	【厚板開先形成競技の様子】
	【ガス切断競技の様子】
	【配線・結線競技の様子】
	【フォークリフト運転競技の参加者】
	三菱造船、下関で名門大洋フェリー向け大型フェリー2番船の 命名・進水式を実施
	三菱造船、下関で名門大洋フェリー向け大型フェリー2番船の 命名・進水式を実施
	大阪～北九州・新門司航路に2022年3月から就航する 「フェリーふくおか」
	大阪～北九州・新門司航路に2022年3月から就航する 「フェリーふくおか」
	【進水式の様子】
	大型フェリー「さんふらわあ しれとこ」の自動航海実証実験の成功
	～日本財団「無人運航船の実証実験にかかる技術開発共同プログラムMEGURI2040」～
	【自動・自律操船システム　構成図】
	【「さんふらわあ　しれとこ」に搭載されている「統合操船装置MMS」】
	【「避航計画システム」（2022年2月7日、実証実験時）】
	【「自律操船制御システム」（2021年12月29日、大洗港着桟時）】
	【実証実験成功後の「さんふらわあ　しれとこ」にて撮影】
	【１】LPG燃料推進LPG運搬船「CRYSTAL TRINITY」の引き渡し
	川崎重工は、KUMIAI NAVIGATION（PTE）LTD（クミアイ ナビゲーション プライベート リミテッド）向けに84,000m3型LPG（液化石油ガス）燃料推進LPG運搬船「CRYSTAL TRINITY」（当社第1750番船）を引き渡しました。
	本船は、LPGと低硫黄燃料油を燃料とするLPG二元燃料LPG運搬船です。従来の当社84,000 m3型LPG運搬船にLPG二元燃料主機関を採用した新船型の2番船にあたります。また、当社が引き渡したLPG運搬船としては65隻目となります。
	近年、船舶の排出ガス規制への有力な対応策として、重油の代わりに液化ガスを燃料とする船舶の導⼊が世界的に進んでいます。本船は、温室効果ガスの排出量を削減できるLPGを燃料とすることで、大幅な環境負荷低減が見込める大型LPG運搬船です。当社グループがこれまで建造してきたLPG運搬船をはじめ、液化天然ガス（LNG）運搬船やLNG燃料推進船の建造で培った知見が活用されています。
	当社は今後とも、全世界的に強化されつつある環境規制ならびにSDGsに代表される具体的な行動計画を踏まえ、LPG燃料推進LPG運搬船をはじめとする環境規制に対応した各種商船や、次世代エネルギーとして注目されている液化水素運搬船など、地球環境にやさしい船舶技術を開発・提供し、低炭素・脱炭素社会の実現に貢献していきます。
	＜主要目＞
	全長×幅×深さ：229.90ｍ×37.20ｍ×21.90　ｍ
	満載喫水：11.60　m
	航海速力：約17.0ノット
	定員：29名
	総トン数：49,943t
	載貨重量：55,068t
	貨物倉容積：84,222m3
	主機関：川崎-MAN B&W 7S60ME-C10.5-LGIP　1基
	船級・船籍：日本海事協会（NK）・シンガポール
	引渡日：2022年1月26日
	＜特長＞
	１）主機関には、当社製の舶用電子制御式液化石油ガスインジェクションディーゼル機関（ME-LGIPエンジン）「川崎-MAN B&W 7S60ME-C10.5-LGIP」を採用しています。LPGを燃料とすることで、従来の燃料油使用時に比べ、排気ガス中のSOx（硫黄酸化物）、CO2排出量を大幅に削減でき、SOx規制※１および2022年以降の建造契約船より要求されるEEDIフェーズ3※２にも適応しています。
	２）NOx（窒素酸化物）3次規制※３に対応したシステムを採用し、主機関は排ガス再循環装置（EGR）、発電機関は選択式還元触媒脱硝装置（SCR）を適用しています。本システムにより、従来の低硫黄燃料油使用時でもNOxの排出規制海域（ECA）を航行することが可能です。
	３）上甲板にLPG燃料タンクを装備することで、貨物とは別に燃料用のLPGを積載することができます。また、LPG燃料タンクはカーゴタンクと配管で接続しているため、必要に応じてカーゴタンクからLPGを移送し、燃料として使用することが可能です。
	４）プロペラ周りにカワサキフィン付ラダーバルブならびにコントラフィン付セミダクトを装備することにより、燃料消費量の低減を図っています。
	※1　SOx排出規制：
	船舶からの排出についてはIMOにより、2015年1月から欧米の排出規制海域（ECA）において、燃料中硫黄分0.1%以下のSOx排出規制が実施されています。また、2020年1月からはその他の世界の全海域を航行する船舶に対し、硫黄分が0.5％以下の燃料を使用するか、排ガス中からのSOxを同等に低減する代替装置を使用することが義務付けられています。
	※2　EEDI（Energy Efficiency Design Index）規制：
	1トンの貨物を1マイル運ぶ際に排出されるCO2のグラム数として定義されるエネルギー効率設計指標(EEDI)を用いて新造船の省エネ性能の規制値への適合を強制する国際規制。EEDI規制値は建造契約日と引渡日に応じて段階的に強化されます。大型LPG運搬船やLNG（液化天然ガス）運搬船など一部の船種では、2022年以降の建造契約船からフェーズ3（基準値から30%のCO2削減）が要求されます。
	※3　NOx排出規制：
	船舶からの排出についてはIMOが規制を行い、2016年から実施されている3次規制では、欧米の排出規制海域（ECA）を指定海域として限定し、１次規制値からさらに80％の削減が規定されています。
	【LPG燃料推進LPG運搬船「CRYSTAL TRINITY」】
	【２】液化水素運搬船「すいそ ふろんてぃあ」が日本海事協会から船級を取得
	【液化水素運搬船「すいそ ふろんてぃあ」】
	【３】世界初の液化水素運搬船が豪州ビクトリア州に到着しました
	【豪州に到着した液化水素運搬船「すいそ ふろんてぃあ」】
	【１】様変わりするコロナ禍の引渡式
	新来島サノヤス造船では中型のバルクキャリア―を中心に新造船の建造を進めています。
	船が完工した際には、命名引渡式を開催して船の誕生をお祝いしますが、ここ数年のコロナ禍にてそのお祝いの席も様変わりせざるを得なくなり、どの造船所の担当者様もご苦労されているかと思います。コロナ禍前の雰囲気を思い出しつつ、担当者の想いをお伝えできれば幸いです。
	コロナ禍前は、命名引渡式のゲスト参加者が今より約2倍の30名以上、外国人のお客様も大勢参加しておりました。弊社の場合、式後の祝賀会は立食パーティーが多く、自由に移動して色々な方とお食事やお話を楽しんでいただいておりました。船の引渡は一大イベントのため、お客様には必ず前日からお越し頂き、お昼は岡山・倉敷近辺を観光、夜はアトラクション（余興）付きの前夜祭を盛大に行っておりました。2次会、3次会…と前夜祭で盛り上がった次の日には、シャキッとネクタイを締め引渡式に参加するお客様を見て、裏方でアレンジを行う...
	コロナが流行し、特に緊急事態宣言下では従来のように式典が開催出来ないため、引渡後の船が造船所の岸壁から出航し見送るところをリモート中継したり、海外の船社向けに式典をビデオレター風にまとめてお届けする等、様々な策を講じました。オンライン形式での式典が定着している造船所もあるようです。ネットワークでつなぎ、遠方の関係者が移動なしにイベントの様子を共有できることは素晴らしいですが、コロナ流行前の賑やかさを経験していると、少し物足りなさを感じます。しかし、我々はゲストの皆様のためにしっかりと感染対策を取り...
	コロナ流行により悪くなった面だけではありません。弊社でのコロナ禍の宴席は、結婚式のように円卓をアレンジすることが多く、以前よりすごく上品な雰囲気になっています。
	命名引渡式も一定の形式に従って行う儀式なので、行うことは同じです。本船が力強く命名され、スポンサーである船主様のご子息・ご息女が可愛らしく鮮やかに支綱切断、シャンパンとくす玉が割れ、船が誕生します。誕生の瞬間に立ち会うと、何度見てもロマンティックです。同じ時と空間で感動を共有できるのは素敵なことだと感じます。
	新来島サノヤス造船は、これからも「まごころこめて生きた船を造る」を掲げ、水島製造所に来所されるお客様へ精いっぱいのおもてなしを心がけて参ります。是非お越しください。コロナ禍が一刻も早く終息し、また皆で大合唱できる日を待ち望んでおります。
	【命名前の建造船（地元園児目線）】
	【船が誕生した瞬間】
	【２】初めての試運転乗船
	技術設計本部　造船設計部　船殻設計課　勘角　真依
	今回、初めて海上試運転に乗船しました。これまで私は船に乗る機会があまりなかったこともあり、初めは不安を感じていましたが、実際に乗船してみるとそのダイナミックさや船から見る景色の美しさに感動を覚えました。私は普段、船体の構造設計に関する業務を行っているのですが、乗船中は船の中の様々な場所を見て回ることができ、図面を見るだけではうまくイメージできていなかった箇所についても、理解を深めることができました。
	海上試運転の際に、私の所属する課では船体の振動試験を担当しています。振動試験では、直進状態でエンジンの回転数が試験の条件と一致している時間内に計測箇所をまわり、振動を計測します。直進状態で航行できる時間は限られていて、またエンジンの回転数は一定時間を過ぎると変わってしまうので、回転数が変わるまでに計測を終わらせる必要がある中、初めは計測機器の使い方や船内の位置関係にも慣れず苦戦しましたが、先輩に助けてもらいながら、何とか無事に計測を行うことが出来ました。今回学んだ試験の流れや要領を忘れずに、次回...
	また、実際に乗船したことで、これまでより船へのイメージが深まりとてもよい経験となりました。この経験を活かし、今後の業務にもより一層励みたいと思います。
	【筆者】
	アテネ事務所の開設
	日本シップヤードは、ギリシャの首都アテネにアテネ事務所を開設することとし、2022年2月14日(月)より営業を開始しました。
	ギリシャは世界最大の海運国の一つであり、ギリシャの海運会社は世界の海運業界において大きな影響力をもっており、当社は新たな欧州拠点として、アテネ事務所を設立することとしました。
	アテネ事務所は主に在ギリシャ、キプロス、トルコ顧客向けの新造船営業を担当し、欧州地域の営業強化を図ってまいります。
	当社は、今後も地球環境に優しい船舶の可能性をさらに追求し、世界最高水準の環境負荷低減技術を提供することを通じて、お客様と共に持続可能な社会の実現に貢献して参ります。
	＜事務所＞：日本シップヤード株式会社 アテネ事務所
	(Nihon Shipyard Co., Ltd., Athens Office)
	＜住所＞：67, Thoukididou Street, Alimos 174 55, Athens, Greece
	株式会社パワーエックスとの資本業務提携契約締結
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